高等学校家庭科（消費生活）学習指導案
１　学習内容　消費者トラブルにあわないために（ネット関連の消費者トラブル）
２　目標
　　消費者トラブルにあわないためにどのようなことに気をつければいいか、理解する。
　
３　本時の展開
	
	学習のプロセス
	生徒の学習活動
	指導上の留意点
	指導者・教材・資料等

	導
入
5
分
	本時の課題の確認

	◆課題を確認する。
「ネット関連の消費者トラブルにあわないために、どのようなことに気をつければいいか、考えよう」

	■課題をしっかり捉えさせる。
　消費者トラブルの中で、一番相談の多いネットトラブルに焦点をあてた課題を提示する。
	指導者：担当教員
□パワーポイント


	展
開
35
分

	視聴
考える
話し合う
発表しあう

	◆ＤＶＤ「ネットショッピングの落とし穴」を視聴する。
◆ＤＶＤを参考に、グループでネットショッピングを利用する際の留意点を考える。
◆一人ひとりが考えた留意点をグループで出し合い、その内容をダイヤモンドランキング表にまとめる。
付箋に書かれた内容をあげさせ、どのことに一番留意させたいか
　グループで順位付けをする。
◆グループごとダイヤモンドランキングの結果を発表する。

	■ＤＶＤを用い、ネットショッピングのトラブル例を分かりやすく提示する。
■ネットショッピングを利用する際には、どのようなことに留意すれば、消費者トラブルにあわないか考えさせ付箋に書かせる。
■グループで話し合い、その結果を「ダイヤモンドランキング」でまとめさせる。
■順位付けをすることで、より、留意点を明確にさせていく。
■ダイヤモンドランキングの結果について発表させる。一番重要だと思った項目についてはその理由を説明させる。
■各グループから出たランキングをもとに、ネットショッピングのトラブルに巻き込まれないためにはどうすればよいか確認させる。
■ランキング１位のみ理由をつけて発表させる。
	指導者：担当教員
□ＤＶＤ
□パワーポイント
□ワークシート
□付箋
□ダイヤモンドランキング表
机間巡視：担当教員
県民生活センター職員（消費生活相談員）
指導者：担当教員


	展
開
5
分

	確認

	◆ネット関連の消費者トラブルに巻き込まれた場合はどうすればよいかについて、専門家から聞く。

	■県民生活センター職員（消費生活相談員）が、説明する。
■山梨県で起きている消費者トラブル事例を紹介する。

	指導者：県民生活センター職員（消費生活相談員）
□パワーポイント

	ま
と
め
5
分
	本時のまとめ
次時の予告
	本時の学習内容をもとに、インターネットを利用する際どのような消費行動をとるべきか、自分の考えをまとめる。（課題）
	■その行動が、消費者としての権利と責任につながっていくことを伝える。
	指導者：担当教員
□ワークシート


